
跡
は
探
し
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
嘉

瀬
ス
キ
ー
場
の
中

柏
木
寄
り
の
と
こ

ろ
と
、
ス
キ
ー
場

の
下
の
喜
良
市
寄

り
の
場
所
、
そ
し

て
今
は
小
田
川
城

と
い
わ
れ
る
西
側

と
、
私
が
知
っ
て

い
る
場
所
だ
け
で

も
三
ケ
所
で
、
往

時
の
道
の
姿
を
確

認
で
き
る
。
こ
の

道
も
、
下
ノ
切
道

の
延
長
線
に
あ
た

る
が
、
 一
名
山
根

道
と
も
い
わ
れ

て
 

③
中
世
の
ケ
ド

（
道
路）
子
母
沢

の
奥
 

き
た
。
 

そ
れ
で
は
中
世
の
ケ
ド
、
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
か
ら

一
足
飛
び
に
山
根
道
が

出
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
飯
詰
の
高
楯
城
主
、
朝
日
弾
正
が
攻
略
さ
れ
た

の
は
天
正
十
六
年
（

一
五
八
八
）
だ
か
ら
、
高
楯
城
落
城
と
と
も
に
急
激

に
廃
れ
、
十
年
も
た
た
ず
に
下
岩
崎
か
ら
、
中
柏
木
に
通
じ
る
小
路
が
で
 
 

き
上
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 

そ
の
小
路
跡
は
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
は
散
見
さ
れ
た
が
、
今
は
跡
形
も

な
く
開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
道
跡
は
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
よ
り
も
幅

が
狭
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
は
何
百
年
と
長
き
に
わ
た
っ

て
利
用
さ
れ
た
の
に
た
い
し
て
、
下
岩
崎
、
中
柏
木
間
の
小
路
は
百
年
そ
 

こ
そ
こ
で
あ
る

が
た
め
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と

思
う
。
 

中
世
に
お
け

る
ヤ
ジ
ャ
の
ケ

ド
の
役
割
が
終

わ
っ
た
の
は
天

正
時
代
、
そ
の

後
元
禄
時
代
の

二
間
道
路
が
供

用
さ
れ
る
ま
で

の
百
年
の
間
、
 

飯
詰
、
下
岩
崎
、
 

中
柏
木
、
嘉
瀬
、
 

小
田

川
、

喜

良
市
へ
の
行
程
 

は
、
中
柏
木
の
 

④
中
世
の
ケ
ド

（
道
路
）
中
ノ
沢
の

奥
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⑤
中
世
の
ケ
ド

（
道路
）
 
 
中
沢
の
奥
 

る
村
で
あ
り
な
が
ら

一
里
十
五
丁
（
五
六
六
九
米
）
と
距
離
が
長
く
な
る

の
で
あ
る
。
元
禄
の
二
間
道
路
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
中
柏
木
か
ら
嘉
瀬

に
行
く
に
は
、
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
の
所
ま
で
行
き
着
き
、
そ
れ
か
ら
嘉
瀬
村

に
辿
り
着
く
の
だ
が
、
荷
物
を
運
ぶ
に
は
相
当
難
易
な
道
筋
で
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
の
後
い
つ
頃
の
時
代
か
は
文
献
が
な
い
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
 
 

嘉
瀬
へ
の
道
は
中
柏
木
の
原
野
の
端
か
ら
、
嘉
瀬
の
原
野
の
端
、
現
在
の

津
軽
鉄
道
線
あ
た
り
を
、
大
正
の
終
り
ま
で
人
道
と
し
て
使
用
し
た
と
い
 

わ
れ
て
い
る
。
 

承

応

一
一年
 

（
一六
五
二
）
、今

よ
り

三

五

一
一年

前
の
津
軽
領
道
標

帳
に
は
、
飯
詰
よ

り
喜
良
市
村
ま
で

二
里
五
丁
二
十
四

間
、
喜
良
市
よ
り

金
木
村
ま
で
十
一

丁
五
十
二
間
、
金

木
村
よ
り
中

里

迄

一
里
三

十

一
一

丁
十
四
間
と
あ
つ

て
、
そ

の
間

に

散
在
し

て
い

た

村
で
あ
る
。
下
岩

崎
、
中
柏
木
、
小

田
川
は
省
か
れ
て

い
る
。
こ
の
時
代

の
一
里
は
元
禄
の
 

⑥
平

成
十
四
年
に
完
成
さ
れ

た
車
道
。

ほ
 

と
ん
ど

明
治
・
大
正
に
開
削
さ
れ

た
道
筋
 

を
利
用
し
て
拡
幅
さ
れ
た
砂
利
道

の
林
道
 

村
を
過
ぎ
て

ー
 

ノ
沢
の
山
を
東

に
斜
め
に
登
り

現
在
の
農
協
の

育
苗
セ
ン
タ

ー
 

の
上
あ
た
り
を

出

口
と
し

て
、
 

嘉
瀬
へ
は
緩
や

か
な
下
り
坂
、
 

小
田

川
へ
は
、
 

嘉
瀬
と
、
小
田

川
の
分
岐
点
ま

で
登
り
小
田
川

へ
と
下
っ
て
行

く
の
で

あ
る
。
 

従
っ
て
中
柏
木

か
ら
嘉
瀬
ま
で

は
、
目
で
見
え
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か
ら
嘉
瀬
ま
で

⑤
中
世
の
ケ
ド
（
道
路
）
中
沢
の
奥

は
、
目
で
見
え

る
村
で
あ
り
な
が
ら
一
里
十
五
丁
（
五
六
六
九
米
）
と
距
離
が
長
く
な
る

の
で
あ
る
。
元
禄
の
二
間
道
路
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
中
柏
木
か
ら
嘉
瀬

に
行
く
に
は
、
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
の
所
ま
で
行
き
着
き
、
そ
れ
か
ら
嘉
瀬
村

に
辿
り
着
く
の
だ
が
、
荷
物
を
運
ぶ
に
は
相
当
難
易
な
道
筋
で
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
の
後
い
つ
頃
の
時
代
か
は
文
献
が
な
い
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
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③
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蕊
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で
は
中
世
の
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、
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
か
ら
一
足
飛
び
に
山
根
道
が

出
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
飯
詰
の
高
楯
城
主
、
朝
日
弾
正
が
攻
略
さ
れ
た

の
は
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
だ
か
ら
、
高
楯
城
落
城
と
と
も
に
急
激

に
廃
れ
、
十
年
も
た
た
ず
に
下
岩
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か
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、
中
柏
木
に
通
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跡
は
探
し
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
嘉

瀬
ス
キ
ー
場
の
中

柏
木
寄
り
の
と
こ

ろ
と
、
ス
キ
ー
場

の
下
の
喜
良
市
寄

り
の
場
所
、
そ
し

て
今
は
小
田
川
城

と
い
わ
れ
る
西
側

と
、
私
が
知
っ
て

い
る
場
所
だ
け
で

も
三
ケ
所
で
、
往

時
の
道
の
姿
を
確

認
で
き
る
。
こ
の

道
も
、
下
ノ
切
道

の
延
長
線
に
あ
た

る
が
、
一
名
山
根

道
と
も
い
わ
れ
て

村
を
過
ぎ
て
一
嘉
瀬
へ
の
道
は
中
柏
木
の
原
野
の
端
か
ら
、
嘉
瀬
の
原
野
の
端
、
現
在
の

ノ
沢
の
山
を
東
津
軽
鉄
道
線
あ
た
り
を
、
大
正
の
終
り
ま
で
人
道
と
し
て
使
用
し
た
と
い

に
斜
め
に
登
り
わ
れ
て
い
る
。

現
在
の
農
協
の
承
応
二
年
⑥
平
成
十
四
年
に
完
成
さ
れ
た
車
道
。
ほ

育
苗
セ
ン
タ
ー
（
一
六
五
二
）
、
今
と
ん
ど
明
治
・
大
正
に
開
削
さ
れ
た
道
筋

の
上
あ
た
り
を
よ
り
三
五
二
年
を
利
用
し
て
拡
幅
さ
れ
た
砂
利
道
の
林
道

出
口
と
し
て
、
前
の
津
軽
領
道
標
「

嘉
瀬
へ
は
緩
や
帳
に
は
、
飯
詰
よ
》

か
な
下
り
坂
、
り
喜
良
市
村
ま
で
一
・

小
田
川
へ
は
、
二
里
五
丁
二
十
四
》

嘉
瀬
と
、
小
田
間
、
喜
良
市
よ
り
↓
⑳
。
〃

訓
鋤
崎
帷
啼
帷
璋
毒
糀
彗
賑
叶
簔
避
。

へ
と
下
っ
て
行
木
村
よ
り
中
里
羽
瑚

く
の
で
あ
る
．
迄
更
三
十
二
騨

か
ら
嘉
瀬
ま
で
て
、
そ
の
間
に
瓢

従
っ
て
中
柏
木
丁
十
四
間
と
あ
つ

↓
》
一
墾
馥
０
恥
‐
、
‐
ｄ

は
、
目
で
見
え
散
在
し
て
い
た
一
轍
織
り

離
が
長
く
な
る
村
で
あ
る
。
下
岩
継
噂
時
、

》
‐
‘
‐
識
Ｊ
‐

柏
木
か
ら
嘉
瀬
崎
、
中
柏
木
、
小
一
や

一
、
心
沁
炉
凸

れ
か
ら
嘉
瀬
村
田
川
は
省
か
れ
て
一

筋
で
あ
っ
た
ろ
い
る
。
こ
の
時
代
、

’
壱
◇

ご
り
し
な
い
が
、
の
一
里
は
元
禄
の
一
蔬
躍
縁
’

き
上
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
小
路
跡
は
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
は
散
見
さ
れ
た
が
、
今
は
跡
形
も

な
く
開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
道
跡
は
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
よ
り
も
幅

が
狭
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
は
何
百
年
と
長
き
に
わ
た
っ

て
利
用
さ
れ
た
の
に
た
い
し
て
、
下
岩
崎
、
中
柏
木
間
の
小
路
は
百
年
そ

こ
そ
こ
で
あ
る

が
た
め
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と

田
噂
っ
。

中
世
に
お
け

る
ヤ
ジ
ャ
の
ケ

ド
の
役
割
が
終

わ
っ
た
の
は
天

正
時
代
、
そ
の

後
元
禄
時
代
の

二
間
道
路
が
供

用
さ
れ
る
ま
で

の
百
年
の
間
、

飯
詰
、
下
岩
崎
、

中
柏
木
、
嘉
瀬
、

小
田
川
、
喜

良
市
へ
の
行
程

は
、
中
柏
木
の

④
中
世
の
ケ
ド
（
道
路
）
中
ノ
沢
の
奥
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⑩
中
世
の
道
が
廃
れ

た
あ
と

の
中
柏
木
村

か
ら
小
田
川
村

へ
の
出
口
道
（
笹
ヤ
ブ

の

下
に
ケ
ド
跡
が
あ
る
）
 

農
協
の
育
苗
セ
ン

タ
ー
の
北
の
上
 

①
ウ
ド

の
沢
の
交
点
で

ヤ
ジ
ヤ
の
ケ
ド

と

交
わ
り
あ
っ
た
所
で
出
土
し
た
 

の
に
尺
貫
法
で
計
っ
た
ろ
う
が
、
面
白
い
の
は
、
 
 
普
通
は
六
尺
を
も
っ
て

一
間
と
す
る
が
、六
尺
三
寸
を
も
っ
て
ー
間
と
す
る
測
り
方
も
あ
る
の
だ
。
 

私
達
が
小
さ
い
頃
は
ほ
と
ん
ど
茅
葺
き
の
家
で
あ
り
苫
屋
で
あ
っ
た
。
た

ま
に
そ
の
中
に
六
尺
三
寸
を

ー
間
と
す
る
建
物
が
あ
っ
た
。
柱
と
柱
の
間

が
六
尺
三
寸
で
、
そ
れ
を
間
延
び
と
い
っ
た
。
当
時
の
大
人
の
人
に
聞
い
 
 

て
も
明
確
な
答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
な
か
に
は
不
利
な
生
活
を
強

い
ら
れ
た
農
民
の
さ
さ
や
か
な
抵
抗
で
あ
り
、
ま
た

ー
間
に
六
尺
の
物
を

入
れ
込
む
と
き
に
非
常
に
便
利
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
 

け
ん
ひ
も
 

古
老
の
話
に
よ
れ
ば
大
正
の
代
ま
で
六
尺
三
寸
を

ー
間
と
す
る
間
紐
 

ひ
も
 

が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
紐
を

一
番
利
用
し
た
の
は
田
の
測
量
だ
と
い
 

う
。
小
作
に
し
 

て
も
、
自
作
に
 

し
て
も
、
江
戸
 

時
代
の
年
貢
で
 

あ
り
、
小
作
料
 

で
あ
り
、
税
で
 

あ
る
。
同
じ

一
 

反
歩
を
小
作
す
 

る
と
し
て
も
延
 

・

）た
 

び

（下
が
大
き
 

い
）
が
あ
る
一
 

反
歩
と
、
か
っ
 

き
り
の
一
反
歩
 

で
は
か
な
り
の
 

差
が
生
ず
る
の
 

で

あ

る
。

場
 

合
に

よ
っ

て
 

は

一
、五
倍

の
 

⑧
明
治

・
大
正
に
開
削
さ
れ
た
道
 

一
の
沢
の
奥
 

時
に

測
量
し

た
三
十
」
ハ
丁

が

一
里
で

な

く
、
 四

十
八

丁
を

一
里
と
し

て
計
算
し
た
可

能
性
が

あ
る
。
 

メ
ー
ト

ル
法

で
は

一
〇
、
九

〇
〇
メ
ー
ト
ル

余
で
、
今
実
際

に
計
測
し
て
み

た
ら

一
〇
、
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル

で
、
や
や
近
似

値
を
示
し
て
い

る
の
だ
。
 

距
離
を
計
る
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⑨
嘉

瀬
村
と

小
田
川
村
と

の
分
岐

点
、
左
側
は

小
田
川
へ
の
道
、

手
前
の

下
り
道
は

嘉
瀬
へ
の

道
、
右
は
中
世
の
道
 

ろ
か
ら
記
し
て
み
る
と
、
下
岩
崎
村
北
端
よ
り
一
里
塚
ま
で
二
百
三
十
間
 

（
四
一
八
米
）
、
下
岩
崎
と
中
柏
木
間
に
十
丁
杭
よ
り
五
十
六
間

（
一
〇
一
一

米
）
、
中
柏
木
村
内
百
二
十
八
間
二
三
三
米
）
、
中
柏
木
北
端
の
一
里
塚
よ

り
村
境
ま
で
四
百
間

（七
二
八
米
）
、
中
柏
木
と
小
田
川
の
中
間
に
十
丁

杭
ー
ケ
所
（
一
〇
八
〇
米
）
、
小
田
川
村
内
百
七
十
四
間

（
三
一
六
米
）
、
 

小
田
川
村
境
よ
り
北
方
二
十
三
間
に
十
丁
杭
、
喜
良
市
村
内
二
百
十
六
間
 

（
三
九三
米
）
、
と
金
木
、
不
動
林
、
ま
た
川
倉
、
深
江
田
、
中
里
と
ま
だ
 

ま
だ
下
ノ
切
道
路
は
続
い
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ち
ょ

っ
と
不
思
議
 

な
の
は
下
岩
崎

は
あ
る
が
、
上

岩
崎
は

な

い
。
 

下
が
あ
れ
ば
上

も
あ
っ
て
然
る

べ
き
な
の
に
、
 

そ
れ

が

な

い
 

の
だ
。
下
岩
崎

の
年
輩
の
人
に

訊
ね
て
も
、
こ

こ
か
ら
上
上
り
 

（
かみ
の
ぼ
り
）
 

し
て
も
上
岩
崎

と
い
う
村
は
な

く
、
聞
い
た
こ

と
が
な
い
と
い
 

、つ
。
 

津
軽
藩
に
お

い
て
藩
全
体
か

ら
み
れ
ば
西
に
 

延
び
の
あ
る
水

田
も
あ
っ
た
の

だ
。
だ
か
ら
金

木
地
方
の
年
貢
 

（
分
米
）
六
公

四
民
で
も
生
き

延
び
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ

る
。
 

話
は

前

に

戻

る
が
、
 
元

禄
時

代
に
造

成
さ
れ
た
二
間

道
路
の
距
離
の

結
果
は
次

の
よ
 

、つ
に
な
っ
て
い

る
。
中
柏
木
に

関
係
あ
る
と
こ
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⑦
ウ
ド
の
沢
の
交
点
で
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
と

る
の
だ
。

交
わ
り
あ
っ
た
所
で
出
土
し
た

距
離
を
計
る

の
に
尺
貫
法
で
計
っ
た
ろ
う
が
、
面
白
い
の
は
、
普
通
は
六
尺
を
も
っ
て

一
間
と
す
る
が
、
六
尺
三
寸
を
も
っ
て
一
間
と
す
る
測
り
方
も
あ
る
の
だ
。

私
達
が
小
さ
い
頃
は
ほ
と
ん
ど
茅
葺
き
の
家
で
あ
り
苫
屋
で
あ
っ
た
。
た

ま
に
そ
の
中
に
六
尺
三
寸
を
一
間
と
す
る
建
物
が
あ
っ
た
。
柱
と
柱
の
問

が
六
尺
三
寸
で
、
そ
れ
を
間
延
び
と
い
っ
た
。
当
時
の
大
人
の
人
に
間
い

⑨
嘉
瀬
村
と
小
田
川
村
と
の
分
岐
点
、
左
側
は
う
に
な
っ
て
い

小
田
川
へ
の
道
、
手
前
の
下
り
道
は
嘉
瀬
へ
の
る
。
中
柏
木
に

道
、
右
は
中
世
の
道

関
係
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
記
し
て
み
る
と
、
下
岩
崎
村
北
端
よ
り
一
里
塚
ま
で
二
百
三
十
問

（
四
一
八
米
）
、
下
岩
崎
と
中
柏
木
間
に
十
丁
杭
よ
り
五
十
六
間
（
一
○
二

米
）
、
中
柏
木
村
内
百
二
十
八
問
二
三
三
米
）
、
中
柏
木
北
端
の
一
里
塚
よ

り
村
境
ま
で
四
百
間
（
七
二
八
米
）
、
中
柏
木
と
小
田
川
の
中
間
に
十
丁

杭
一
ケ
所
（
一
○
八
○
米
）
、
小
田
川
村
内
百
七
十
四
間
（
三
一
六
米
）
、

ロプー■丸■
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己
一

延
び
の
あ
る
水

田
も
あ
っ
た
の

だ
。
だ
か
ら
金

木
地
方
の
年
貢

（
分
米
）
六
公

四
民
で
も
生
き

延
び
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ

る
。

話
は
前
に

戻
る
が
、
元

禄
時
代
に
造

成
さ
れ
た
二
間

道
路
の
距
離
の

結
果
は
次
の
よ

時
に
測
量
し

た
三
十
六
丁

が
一
里
で
な

く
、
四
十
八

丁
を
一
里
と
し

て
計
算
し
た
可

能
性
が
あ
る
。

メ
ー
ト
ル
法

で
は
一
○
、
九

○
○
メ
ー
ト
ル

余
で
、
今
実
際

に
計
測
し
て
み

た
ら
一
○
、
四

○
○
メ
ー
ト
ル

で
、
や
や
近
似

値
を
示
し
て
い

て
も
明
確
な
答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
な
か
に
は
不
利
な
生
活
を
強

い
ら
れ
た
農
民
の
さ
さ
や
か
な
抵
抗
で
あ
り
、
ま
た
一
間
に
六
尺
の
物
を

入
れ
込
む
と
き
に
非
常
に
便
利
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

け
ん
ひ
も

古
老
の
話
に
よ
れ
ば
大
正
の
代
ま
で
六
尺
三
寸
を
一
間
と
す
る
間
紐

ひ
も

が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
紐
を
一
番
利
用
し
た
の
は
田
の
測
量
だ
と
い

う
。
小
作
に
し

て
も
、
自
作
に
③
明
治
・
大
正
に
開
削
さ
れ
た
道

一
の
沢
の
奥

Ｉ
）
一
Ｌ
よ
○
、
Ｔ
一
一
コ

し
て
も
、
江
戸

時
代
の
年
貢
で

あ
り
、
小
作
料

で
あ
り
、
税
で

あ
る
。
同
じ
一

反
歩
を
小
作
す

る
と
し
て
も
延

し
た

び
（
下
が
大
き

い
）
が
あ
る
一

反
歩
と
、
か
っ

き
り
の
一
反
歩

で
は
か
な
り
の

差
が
生
ず
る
の

で
あ
る
。
場

合
に
よ
っ
て

は
一
、
五
倍
の

小
田
川
村
境
よ
り
北
方
二
十
三
間
に
十
丁
杭
、
喜
良
市
村
内
二
百
十
六
間

（
三
九
三
米
）
、
と
金
木
、
不
動
林
、
ま
た
川
倉
、
深
江
田
、
中
里
と
ま
だ

ま
だ
下
ノ
切
道
路
は
続
い
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
不
思
議

な
の
は
下
岩
崎

は
あ
る
が
、
上
⑩
中
世
の
道
が
廃
れ
た
あ
と
の
中
柏
木
村

岩
崎
は
な
い
．
ぽ
鰡
剛
鮫
謂
口
道
（
笹
ヤ
ブ
の

下
が
あ
れ
ば
上
農
協
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
北
の
上

も
あ
っ
て
然
る

べ
き
な
の
に
、
｜

そ
れ
が
な
い
一
‐
ｆ

の
だ
。
下
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一
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年
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人
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こ
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も
岩
崎
村
が
あ
り
、
上

（
南
）
に
位
置
して
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
岩
崎

村
に
な
り
、
下
岩
崎
は
も
と
は
単
に
岩
崎
村
で
あ
っ
た
が
、
西
の
岩
崎
に

対
し
て
北
（
下
）
だ
か
ら
下
岩
崎
と
い
う
集
落
の
名
を
冠
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
何
十
里
と
離
れ
て
い
て
も
、
藩
内
に
同

一
の
名
の
集
落
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
 

そ
れ
で
元
禄
時
代
に
造
成
さ
れ
た
山
根
道
を
、
自
動
車
の
メ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
私
な
り
に
何
回
も
計
測
し
て
み
た
ら
、
驚
く
ほ
ど
に
そ
の
誤
差
は

な
い
。
 

飯
詰
と
下
岩
崎
の
境
界
点
を
捉
え
、
下
岩
崎
の
北
端
、
つ
ま
り
村
は

ず
れ
の
場
所
は
、
味
噌
ケ
沢
か
ら
集
団
で
移
転
し
て
来
た
場
所
の
共
同
墓

地
あ
た
り
で
、
そ
れ
か
ら

一
里
塚
を
経
て
、
中
柏
木
迄
の
十
丁
杭
三
ケ
所

の
下
の
杭
は
、
中
柏
木
集
落
の
七
面
様
の
入
口
前
あ
た
り
で
、
そ
こ
か
ら

一
〇
二
米
の
場
所
が
往
時
の
村
の
入
口
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
は
っ
き
り

言
え
ば
故
人
で
元
金
木
町
の
助
役
を
努
め
た
成
田
勇
蔵
氏
宅
の
入
口
付
近

で
、そ
れ
か
ら
村
内
二
三
三
米
は
村
社
で
あ
る
磯
崎
神
社
の
入
ロ
で
あ
る
。
 

そ
の
後
明
治
十
年
に
な
っ
て
も
成
田
氏
宅
前
に
は
家
が
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
領
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
時
、
村
内
は
成
田
氏
宅

前
か
ら
、
神
社
前
ま
で
と
し
て
、
そ
の
距
離
の
な
か
に
ど
れ
だ
け
の
人
が

住
み
、
ど
れ
だ
け
家
数
が
あ
っ
た
か
考
え
て
み
た
。
道
路
完
成
の
時
点
で

は
な
い
が
、
そ
れ
か
ら
三
十
四
年
後
の
享
保
十
三
年
の
検
地
に
は
、
家
数

十
六
軒
、
人
数
八
十
六
人
、
馬
数
二
十
二
疋
と
で
て
い
る
か
ら
、
三
十
四

年
間
と
は
、
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
れ
ば

一
世
代
前

で
、
道
路
完
成
時
に
は
、
す
べ
て
も
少
し
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
 
 

れ
に
し
て
も
一
世
帯
あ
た

り
の
家
族
数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。

一
世

帯
で
五
・
三
七
五
人
で
、
平
均
し
て
大
人
半
分
と
し

て
も
、
子
供
の
数
が

極
端
に
低
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
に
は
人
口
が
殖
え
な
か
っ

た
の
は
事
実
だ
が
、
中
柏
木
及
び
近
辺
の
村
々
で
も
幼
児
の
死
亡
率
が
高

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
 

江
戸
時
代
の
始
め
、
家
康
の
農
政

の
手
引
き
は
、

田
畑
一
町
歩
を
男

三
人
女

一
人
馬
一
匹
で
も
っ
て
耕
作
し
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
関
東
関
西
あ

た
り
の
こ
と
で
、
津
軽
で
は
大
人

一
人
当
た
り
五
反
歩
の
耕
作
が
可
能
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
戸
数
の
割
り
に
は
馬
の
頭
数

が
多
い
。
馬
の
労
役
は

一
戸
で
一
頭
あ
れ
ば
ま
に
合
う
も
の
だ
が
、
労
役
 

ま
ぐ
さ
 

ば
か
り
で
な
く
、
原
野
が
多
く
株
が
豊
富
だ
か
ら
子
馬
の
販
売
を
目
的
と

し
て
飼
育
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
 

享
保
の
検
地
で
中
柏
木
の
耕
作
面
積
が
三
〇
町
九
反
余
と
は
、
十
六
戸

で
耕
作
し
て
い
れ
ば
、

一
戸
当
た
り
一
町
九
反
余
で
、

一
世
帯
子
供
も
含

め
て
五
・
四
人
で耕
作
し
た
と
は
、
労
働
力
の
凄
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
 

こ
の
検
地
で
中
柏
木
以
外
の
近
村
の
耕
作
は
、
嘉
瀬
村
で

一
戸
当
た
り

の
耕
作
は
田
畑
合
わ
せ
て
、

一
町
二
反
五
畝
、
 一
戸
当
た
り
平
均
人
数
は

五
・七
七
人
、
 一
戸
あ
た
り
の
馬
の
数
は
〇
・
七
四
疋
で
、
中
柏
木
よ
り

か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
る
。
小
田
川
村
で
は

一
戸
あ
た
り
の
耕
作
反
別
は

二
町

一
反
五
畝
で
、
馬
の
数
は
二
疋
、
人
の
数
は
七
・
〇
三
人
で
、
反
別
、
 

馬
、
人
数
と
も
他
を
圧
し
て
い
る
。
喜
良
市
村
で
は
耕
作
反
別
七
反
五
畝
、
 

馬
一
‘
五
疋
、
人
数
六
・
三七
人
で
、
小
田
川
、
喜
良
市
と
も

一
戸
当
た
り

の
馬
の
飼
育
が
多
い
の
は
、
単
に
農
耕
馬
ば
か
り
で
は
な
く
、
山
仕
事
と
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い
う
負
荷
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
 

い
ま
こ
う
し
て
昔
の
ケ
ド
の
利
用
価
値
を
評
価
し
て
み
れ
ば
、
ヤ
ジ
ャ

の
ケ
ド
時
代
に
は
中
柏
木
も
嘉
瀬
も
、
隠
れ
村
の
様
相
を
呈
し
、
ヤ
ジ
ャ

の
ケ
ド
の
本
通
り
か
ら
中
柏
木
村
迄

一
・
八キ
ロ
、
嘉
瀬
村
へ
は
小
田
川

村
へ
の
分
岐
点
か
ら
二
・
四キ
ロ
と
入
り
込
ま
な
い
と
村
へ
は
到
達
し
な

い
の
は
、
離
れ
村
と
同
時
に
隠
れ
里
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て

い
る
。
小
田
川
、
喜
良
市
、
金
木
の
各
村
は
本
通
り
に
面
し
て
い
た
の
で
、
 

生
活
文
化
の
吸
収
も
早
か
っ
た
ろ
う
。
元
禄
時
代
の
二
間
道
路
が
で
き
て

も
、
嘉
瀬
へ
は
ス
キ
ー
場
か
ら
派
立
町
内
の
保
食

（う
け
も
ち
）
宮
ま
で

〇
・
九キ
ロ
、
本
町
の
中
心
ま
で
は

一
・五
キ
ロ
と
歩
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
 

人
が
住
ん
だ
か
ら
道
が
で
き
た
の
か
、
そ
れ
と
も
道
が
で
き
た
か
ら
人

が
住
ん
だ
の
か
の
二
つ
に
ー
つ
の
選
び
方
は
適
当
で
な
い
と
思
う
が
、
少

な
く
と
も
昔
に
お
い
て
は
、
人
が
住
ん
だ
か
ら
道
が
開
け
た
確
率
が
高
い

よ
う
な
気
が
す
る
。
道
に
よ
っ
て
文
化
が
開
け
、
人
々
の
生
活
が
豊
か
に

な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
が
道
に
よ
っ
て
そ
こ
に
住
む
人
達
の

匂
い
が
違
っ
て
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。
風
俗
、
生
産
物
の
種
類
に
よ
っ
て

必
然
的
に
形
が
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

戦
前
に
お
い
て
は
と
く
に
嘉
瀬
の
人
達

の
言
葉
遣
い
が
良
く
な
か
っ

た
。
古
郷
の
こ
と
を
殊
更
卑
下
し
た
く
は
な
い
が
、
中
柏
木
も
こ
と
ば
に

お
い
て
は
嘉
瀬
と
同
類
で
あ
っ
た
。
そ
の
昔
隠
れ
里
の
生
活
の
影
響
の
影

が
昭
和
も
二
桁
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

中
柏
木
は
古
い
村
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
証
は
皆
無
に
等
 
 

し
い
。
ど
う
し
て
な
ら
そ
れ
は
道
に
あ
る
の
だ
。
元
禄
の
二
間
道
路
が
で

き
て
始
め
て
歴
史
の
脚
光
を
あ
び
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
に

も
中
柏
木
村
と
し
て
人
が
住
ん
で
い
た
の
だ
が
、
数
戸
の
集
団
で
形
作
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
中
柏
木
の
古
い
家
の
系
統
で
も
、
当
代
で
七
代
と
か

八
代
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
八
代
と
し
て
も
実
質

一
代
を
平
均
二
十
五
年

と
す
れ
ば
寛
政

（
一
七
八
九
年
）
あ
た
り
で
酷
な
話
で
す
が
天
明
三
年
の

大
飢
謹
で
死
に
絶
え
る
か
、
秋
田
方
面
に
離
散
し
て
廃
村
に
な
っ
た
可
能

性
が
強
い
の
で
あ
る
。
 

い
ま
残
さ
れ
て
い
る
古
い
石
碑
で
天
保

（
一
八
三
〇
年
）
の
年
号
だ

か
ら
廃
村
の
見
方
は
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
で
、
天
明
の
大
凶
作
か
ら

九
十
四
年
後
の
明
治
十
年
で

一
〇
戸
を
成
し
て
い
た
か
ら
確
実
視
し
て
も

差
し
支
え
な
い
と
思
う
。
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い
う
負
荷
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

い
ま
こ
う
し
て
昔
の
ケ
ド
の
利
用
価
値
を
評
価
し
て
み
れ
ば
、
ヤ
ジ
ャ

の
ケ
ド
時
代
に
は
中
柏
木
も
嘉
瀬
も
、
隠
れ
村
の
様
相
を
呈
し
、
ヤ
ジ
ャ

の
ケ
ド
の
本
通
り
か
ら
中
柏
木
村
迄
一
・
八
キ
ロ
、
嘉
瀬
村
へ
は
小
田
川

村
へ
の
分
岐
点
か
ら
二
・
四
キ
ロ
と
入
り
込
ま
な
い
と
村
へ
は
到
達
し
な

い
の
は
、
離
れ
村
と
同
時
に
隠
れ
里
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て

い
る
。
小
田
川
、
喜
良
市
、
金
木
の
各
村
は
本
通
り
に
面
し
て
い
た
の
で
、

生
活
文
化
の
吸
収
も
早
か
っ
た
ろ
う
。
元
禄
時
代
の
二
間
道
路
が
で
き
て

も
、
嘉
瀬
へ
は
ス
キ
ー
場
か
ら
派
立
町
内
の
保
食
（
う
け
も
ち
）
宮
ま
で

○
・
九
キ
ロ
、
本
町
の
中
心
ま
で
は
一
・
五
キ
ロ
と
歩
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

人
が
住
ん
だ
か
ら
道
が
で
き
た
の
か
、
そ
れ
と
も
道
が
で
き
た
か
ら
人

が
住
ん
だ
の
か
の
二
つ
に
一
つ
の
選
び
方
は
適
当
で
な
い
と
思
う
が
、
少

な
く
と
も
昔
に
お
い
て
は
、
人
が
住
ん
だ
か
ら
道
が
開
け
た
確
率
が
高
い

よ
う
な
気
が
す
る
。
道
に
よ
っ
て
文
化
が
開
け
、
人
々
の
生
活
が
豊
か
に

な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
が
道
に
よ
っ
て
そ
こ
に
住
む
人
達
の

匂
い
が
違
っ
て
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。
風
俗
、
生
産
物
の
種
類
に
よ
っ
て

必
然
的
に
形
が
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
前
に
お
い
て
は
と
く
に
嘉
瀬
の
人
達
の
言
葉
遣
い
が
良
く
な
か
っ

た
。
古
郷
の
こ
と
を
殊
更
卑
下
し
た
く
は
な
い
が
、
中
柏
木
も
こ
と
ば
に

お
い
て
は
嘉
瀬
と
同
類
で
あ
っ
た
。
そ
の
昔
隠
れ
里
の
生
活
の
影
響
の
影

が
昭
和
も
二
桁
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
柏
木
は
古
い
村
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
証
は
皆
無
に
等

も
岩
崎
村
が
あ
り
、
上
（
南
）
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
岩
崎

村
に
な
り
、
下
岩
崎
は
も
と
は
単
に
岩
崎
村
で
あ
っ
た
が
、
西
の
岩
崎
に

対
し
て
北
（
下
）
だ
か
ら
下
岩
崎
と
い
う
集
落
の
名
を
冠
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
何
十
里
と
離
れ
て
い
て
も
、
藩
内
に
同
一
の
名
の
集
落
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

そ
れ
で
元
禄
時
代
に
造
成
さ
れ
た
山
根
道
を
、
自
動
車
の
メ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
私
な
り
に
何
回
も
計
測
し
て
み
た
ら
、
驚
く
ほ
ど
に
そ
の
誤
差
は

な
い
。飯

詰
と
下
岩
崎
の
境
界
点
を
捉
え
、
下
岩
崎
の
北
端
、
つ
ま
り
村
は

ず
れ
の
場
所
は
、
味
噌
ケ
沢
か
ら
集
団
で
移
転
し
て
来
た
場
所
の
共
同
墓

地
あ
た
り
で
、
そ
れ
か
ら
一
里
塚
を
経
て
、
中
柏
木
迄
の
十
丁
杭
三
ケ
所

の
下
の
杭
は
、
中
柏
木
集
落
の
七
面
様
の
入
口
前
あ
た
り
で
、
そ
こ
か
ら

一
○
二
米
の
場
所
が
往
時
の
村
の
入
口
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
は
っ
き
り

言
え
ば
故
人
で
元
金
木
町
の
助
役
を
努
め
た
成
田
勇
蔵
氏
宅
の
入
口
付
近

で
、
そ
れ
か
ら
村
内
二
三
三
米
は
村
社
で
あ
る
磯
崎
神
社
の
入
口
で
あ
る
。

そ
の
後
明
治
十
年
に
な
っ
て
も
成
田
氏
宅
前
に
は
家
が
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
頷
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
時
、
村
内
は
成
田
氏
宅

前
か
ら
、
神
社
前
ま
で
と
し
て
、
そ
の
距
離
の
な
か
に
ど
れ
だ
け
の
人
が

住
み
、
ど
れ
だ
け
家
数
が
あ
っ
た
か
考
え
て
み
た
。
道
路
完
成
の
時
点
で

は
な
い
が
、
そ
れ
か
ら
三
十
四
年
後
の
享
保
十
三
年
の
検
地
に
は
、
家
数

十
六
軒
、
人
数
八
十
六
人
、
馬
数
二
十
二
疋
と
で
て
い
る
か
ら
、
三
十
四

年
間
と
は
、
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
れ
ば
一
世
代
前

で
、
道
路
完
成
時
に
は
、
す
べ
て
も
少
し
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
に
し
て
も
一
世
帯
あ
た
り
の
家
族
数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
一
世

帯
で
五
・
三
七
五
人
で
、
平
均
し
て
大
人
半
分
と
し
て
も
、
子
供
の
数
が

極
端
に
低
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
に
は
人
口
が
殖
え
な
か
っ

た
の
は
事
実
だ
が
、
中
柏
木
及
び
近
辺
の
村
々
で
も
幼
児
の
死
亡
率
が
高

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
始
め
、
家
康
の
農
政
の
手
引
き
は
、
田
畑
一
町
歩
を
男

三
人
女
一
人
馬
一
匹
で
も
っ
て
耕
作
し
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
関
東
関
西
あ

た
り
の
こ
と
で
、
津
軽
で
は
大
人
一
人
当
た
り
五
反
歩
の
耕
作
が
可
能
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
戸
数
の
割
り
に
は
馬
の
頭
数

が
多
い
。
馬
の
労
役
は
一
戸
で
一
頭
あ
れ
ば
ま
に
合
う
も
の
だ
が
、
労
役

ま
ぐ
き

ば
か
り
で
な
く
、
原
野
が
多
く
秣
が
豊
富
だ
か
ら
子
馬
の
販
売
を
目
的
と

し
て
飼
育
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

享
保
の
検
地
で
中
柏
木
の
耕
作
面
積
が
三
○
町
九
反
余
と
は
、
十
六
戸

で
耕
作
し
て
い
れ
ば
、
一
戸
当
た
り
一
町
九
反
余
で
、
一
世
帯
子
供
も
含

め
て
五
・
四
人
で
耕
作
し
た
と
は
、
労
働
力
の
凄
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

こ
の
検
地
で
中
柏
木
以
外
の
近
村
の
耕
作
は
、
嘉
瀬
村
で
二
戸
当
た
り

の
耕
作
は
田
畑
合
わ
せ
て
、
一
町
二
反
五
畝
、
一
戸
当
た
り
平
均
人
数
は

五
・
七
七
人
、
一
戸
あ
た
り
の
馬
の
数
は
○
・
七
四
疋
で
、
中
柏
木
よ
り

か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
る
。
小
田
川
村
で
は
一
戸
あ
た
り
の
耕
作
反
別
は

二
町
一
反
五
畝
で
、
馬
の
数
は
二
疋
、
人
の
数
は
七
・
○
三
人
で
、
反
別
、

馬
、
人
数
と
も
他
を
圧
し
て
い
る
。
喜
良
市
村
で
は
耕
作
反
別
七
反
五
畝
、

馬
一
・
五
疋
、
人
数
六
・
三
七
人
で
、
小
田
川
、
喜
良
市
と
も
一
戸
当
た
り

の
馬
の
飼
育
が
多
い
の
は
、
単
に
農
耕
馬
ば
か
り
で
は
な
く
、
山
仕
事
と

し
い
。
ど
う
し
て
な
ら
そ
れ
は
道
に
あ
る
の
だ
。
元
禄
の
二
間
道
路
が
で

き
て
始
め
て
歴
史
の
脚
光
を
あ
び
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
に

も
中
柏
木
村
と
し
て
人
が
住
ん
で
い
た
の
だ
が
、
数
戸
の
集
団
で
形
作
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
中
柏
木
の
古
い
家
の
系
統
で
も
、
当
代
で
七
代
と
か

八
代
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
八
代
と
し
て
も
実
質
一
代
を
平
均
二
十
五
年

と
す
れ
ば
寛
政
（
一
七
八
九
年
）
あ
た
り
で
酷
な
話
で
す
が
天
明
三
年
の

大
飢
謹
で
死
に
絶
え
る
か
、
秋
田
方
面
に
離
散
し
て
廃
村
に
な
っ
た
可
能

性
が
強
い
の
で
あ
る
。

い
ま
残
さ
れ
て
い
る
古
い
石
碑
で
天
保
（
一
八
三
○
年
）
の
年
号
だ

か
ら
廃
村
の
見
方
は
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
で
、
天
明
の
大
凶
作
か
ら

九
十
四
年
後
の
明
治
十
年
で
一
○
戸
を
成
し
て
い
た
か
ら
確
実
視
し
て
も

差
し
支
え
な
い
と
思
う
。
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ガ
ン
ド
が
跳
梁
し
た
中
世
の
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
か
ら
近
村
に
通
じ
る
道
筋

に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
し

ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
も
終
り
の
分
岐
点
か
ら
小
田
川
村
ま
で
三
・七
キ
ロ
、
嘉

瀬
村
ま
で
一
一
・
四
キロ
、
中
柏
木
村
ま
で
ニ
キ
ロ
と
距
離
も
わ
か
っ
た
こ

と
は
中
世
の
人
達
の
貌
が
見
え
る
よ
う
で
歴
史
の
残
照
と
し
て
眺
め
て
み

れ
ば
楽
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

終
り
に
中
世
の
ケ
ド
、
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
の
ケ
ド
へ
の
入
口

（
飯詰
の
下

の
方
の
分
岐
点
）
は
二
つ
の
道
筋
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
そ
れ
は
現

在
の
飯
詰
の
大
日
如
来
宮
を
始
点
と
し
て
味
噌
ケ
沢
部
落
（
昭
和
四
十
九

年
廃
村
）
を
経
由
し
て
、
毘
沙
門
山
の
注
ぎ
口
に
到
達
し
て
ヤ
ジ
ャ
の
山

ケ
ド
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
も
う
ー
つ
の
道
筋
は
大
日
如
来
宮
の
裏
手
か

ら
、
ゆ
る
や
か
な
山
の
稜
線
を
登
り
、
毘
沙
門
山
に
至
る
道
で
あ
る
。
飯

詰
の
高
楯
城
落
城
（
天
正
十
六
年
、

一
五
八
八
）
以
前
迄
は
、
味
噌
ケ
沢

部
落
経
由
は
主
流
の
道
で
、
こ
の
部
落
で
、
水
、
軽
い
食
料
、
履
物
等
を

補
給
し
て
、
中
柏
木
村
、
嘉
瀬
村
小
田
川
村
、
金
木
村
と
辿
り
着
く
の
で

あ
る
。
 

大
日
如
来
宮
か
ら
味
噌
ケ
沢
部
落
へ
の
道
は
ほ
ぼ
平
坦
な
道
で
、
如
来

宮
か
ら
部
落
の
北
端
ま
で
三
二
ー
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
こ
か
ら
標
高
差

四
十
八
メ
ー
ト
ル
の
山
を
登
っ
て
毘
沙
門
山
に
至
り
ヤ
ジ
ャ
の
ケ
ド
に
は

い
る
の
で
あ
る
。
 

部
落
の
北
端
か
ら
毘
沙
門
山
ま
で
は
直
線
距
離
で
は
二
百
八
十
米
で
す
 
 

が
、
実
際
は
勾
配
を
ゆ
る
や
か
に
し
て
歩
く
た
め
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
山

ケ
ド
に
な
っ
て
直
線
距
離
の
倍
位
の
道
程
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

味
噌
ケ
沢
部
落
は
、
現
在
の
車
ケ
ド
の
感
覚
か
ら
み
れ
ば
、
行
き
づ
ま

り
の
部
落
、
閉
ざ
さ
れ
た
村
、
落
人
の
隠
れ
里
の
よ
う
な
形
に
み
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
中
世
に
お
い
て
は
、
り
っ
ぱ
な
往
還
道
で
あ
っ
た
の
だ
。
 

も
ち
ろ
ん
現
在
は
廃
村
に
な
っ

て
い
る
が
、
耕
地
は
耕
作
さ
れ
て
い
て
、
 

生
産
活
動
は
行
わ
れ
て
い
る
。飯
詰
の
北
の
社
の
大
日
如
来
宮
か
ら

一
・
五

キ
ロ
で
水
田
が
現
れ
、

二
・
八
キ
ロ
で
当
時
の
部
落
の
入
口
に
差
し

か
か

る
の
で
あ
る
。
部
落
の
長
さ
は
戸
数

（十
二
戸
）
の
割
り
に
は
長
く
四
〇

〇
米
も
あ
っ
た
の
だ
。

一
方
如
来
宮
の
裏
手
か
ら
登
っ
た
道
は
、
山
の
稜

線
を
利
用
し
た
の
だ
が
、
だ
ら
だ
ら
と
続
い
た
坂
道
は
、
ヤ
ジ
ャ
の
山
ケ

ド
に
入
る
に
は
味
噌
ケ
沢
部
落
経
由
と
距
離
は
似
た
も
の
だ
が
な
ぜ
だ
か

敬
遠
さ
れ
た
道
筋
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
 

ち
ょ
っ
と
脇
道
に
逸
れ
る
話
で
恐
縮
で
す
が
、
今
ま
で
に
書
い
て
来
た

飯
詰
の
大
日
如
来
宮
と
い
う
お
宮
は
、
距
離
の
起
点
と
し
て
の
計
測
に
都

合
の
よ
い
場
所
で
あ
る
か
ら
、
私
な
り
に
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
神
社
と

し
て
の
名
称
と
し
て
は
違
和
感
を
か
ん
じ
た
の
で
、
調
べ
て
み
た
ら
神
仏

混
清
の
時
代
の
名
残
の

一
社
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
由
緒
に
依
れ
ば

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
勧
請
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
当
初
は
大
日
様

と
言
っ
て
仏
教
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
現
在
の
祭
神
は
天

照
大
神
で
明
治
三
年
の
廃
仏
段
釈
の
と
き
、
よ
ほ
ど
う
ま
く
言
い
逃
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
神
社
で
あ
り
な
が
ら
管
理
は
飯
詰
の
浄
土
宗
大
泉
寺

の
管
轄
に
あ
る
と
い
う
。
大
日
如
来
と
は
釈
迦
仏
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
し
、
 

ま
た
天
照
大
神
は
、
日
本
の
神
話
時
代
に
登
場
す
る
名
の
神
で
八
百
万
（
や

お
よ
ろ
ず
）
の
代
表
的
な
神
の

一
人
で
、
神
も
仏
も

一
緒
に
名
を
連
ね
て

い
る
の
は
日
本
全
国
で
も
珍
し
い
お
宮
で
、
建
前
と
本
音
、
そ
し
て
生
き

残
り
を
か
け
た
神
仏
混
清
の
印
を
見
る
よ
う
で
実
に
面
白
い
。
つ
い
で
な

が
ら
廃
物
段
釈
の
と
き
に
は
他
の
宗
派
に
比
べ
て
浄
土
宗
は
、

一
番
指
弾

を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
 

中
世
の
ケ
ド
、
ヤ
ジ
ャ
の
山
ケ
ド
は
、
軍
用
道
路
と
い
う
よ
り
も
、

一

般
の
人
々
の
商
道
路
で
あ
り
、
交
際
道
路
で
あ
っ
て
、
十
三
港
の
覇
者
安

東
氏
族
の
治
め
る
前
か
ら
、
陸
路
の
ー
つ
と
し
て
何
百
年
も
利
用
さ
れ
て

来
た
道
で
あ
る
。
 

■

大
日
堂
参
考
資
料
文
献

（
飯詰
村
史
）

H
昭
和
二
十
六
年
九
月
十
日
発

行
、
編
輯
人
 
福
士
貞
蔵
、
発
行
人
 
飯
詰
村
長
 
中
谷
弥
八
郎
廿
第
十

章
神
社
悌
閣
、
第
三
節
 
大
日
堂
よ
り
抜
華
。
 

而
建
立
仕
候
、
其
後
下
派
中
ニ
而
修
覆
再
立
仕
来
候
o
 

一
、
堂
 
社
 
板
 
葺
 
東
西
四
尺
 
南
北
三
尺
五
寸
 

一
、
雨
 
鞘
 
萱
 
葺
 
東
西
二
間
半
 
南
北
四
間
 

右
堂
社
並
雨
鞘
迄
下
派
中
ニ
而
修
覆
再
立
仕
来
候
 

一
、
棟
札
三
枚
、
宝
暦
十
二
午
年
九
月
一
枚
、
天
明
二
年
四
月
一
枚
 

安
政
五
午
年
三
月
一
枚
 

一
、
神
 
事
 
定
例
無
御
座
候
 
十
ケ
年
ニ
モ
二
十
ケ
年
ニ
モ
其
時
ノ
相
 

談
ニ
寄
稀
ニ
御
座
候
 
タ
宮
計
毎
年
六
月
七
日
講
中
ニ
而
執
行
仕
来
候

o
 

一
、
境
内
林
 
東
西
二
十
九
間
 
南
北
「
干
間
 

講
中
仕
立
 

一
、
境
内
田
畑
 
無
御
座
候
 

右
境
内
貞
享
御
新
検
御
調
後
建
立
仕
候
ニ
付
御
除
ニ
無
御
座
候
、
社
務
之
 

儀
ハ
鎧
守
別
営
ニ
付
 
先
祖
四
代
目
度
便
代
ョ
リ
所
持
仕
候
、
当
時
拙
僧
 

ニ
而
社
務
相
勤
罷
在
候
間
、
御
引
入
被
下
置
奉
願
候
。
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「
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大

日
堂
 

一
、
祭
 
神
 
大
日
如
来

（
天昭
大
神
）
 

一
、
由
 
緒
 
宝
暦
十
三
年
勧
請
 

△
安
政
四
年
諸
神
社
明
細
並
別
営
由
緒
書
 

大
日
堂
社
 

別
営
 
大
光
院
持
 

右
ハ
宝
暦
十
二
年
大
日
尊
鉢
飯
詰
村
大
泉
寺
ニ
被
成
大
光
臨
候
ニ
付
、
右
 

之
段
村
方
ニ
噛
合
仕
候
庭
、
撰
社
地
ヲ
堂

一
宇
源
四
郎
ト
申
者
取
持
仕
候
 
 

△
明
治
十
三
年
各
郡
庵
悌
堂
明
細
帳
 

大
日
堂
 
飯
詰
村
字
影
日
沢
 
大
泉
寺
受
持
 

、
本
尊
 
金
剛
海
、
大
日
如
来
 

、
由
緒
 
宝
暦
十
二
年
創
立
 

、
建
物
 
堅
ニ
間
三
尺
 
横
四
間
 

、
境
内
 
六
十
坪
 
但
民
有
地
第
一
種
、
飯
詰
村
新
岡
茂
三
郎
私
有
地
 

、
信
徒
 
二
十
人
 

、
青
森
懸
廃
迄
距
離
九
里
二
丁
 



「
津
軽
弁
 
嘉
瀬
小話
」
 

阿
部
按
摩
師
笑
い
話
こ
 

「
世
界
が苦
し
い
」
 

孫
に
嫁
コ
貰
っ
て
か
ら
、
マ
ョ
婆
さ
ん
は
、
す
っ
か
り
不
眠
症
に
 

な
っ
た
。
 

二
階
か
ら
孫
夫
婦
の
激
し
い
朝
夜
の
作
業
状
況
が
、
真
下
に
寝
て
 

い
る
婆
さ
ん
に
〇
秘
ビ
デ
オ
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
の
だ
。
 

あ
る
日
、
婆
さ
ん
は
嫁
の
モ
モ
子
に
尋
ね
た
。
 

「
モ
モ
子
さ
ん
や
、
テ
レ
ビ
で
、
セ
ッ
ク
ス
・
セ
ッ
ク
ス
っ
て
、
シ
ャ
 

ベ
ル
ド
モ
な
ん
の
こ
と
ダ
べ
」
 

「
セ
ッ
ク
ス
、
テ
ガ
ー
、世
界
中
の
人
た
ち
が
苦
労
し
て
い
る
ハ
ン
デ
、
 

そ
れ
を
略
し
て
「
世
ッ
苦
ス
』
っ
て
、
シ
ャ
ベ
ル
ン
ダ
ネ
」
 

「
ヘ
バー
、
イ
ガ
ッ
タ
ー
（
実
は
ウ
ガ
ン
ダ
ー
）
じ
国
は
、
み
ん
な
、朝
・
 

夜
間
い
い
こ
と
ば
れ
、
シ
テ
イ
ル
ン
ダ
ベ
ナ
ァ
」
 

（
森
 
村
）
 

遺

稿
 

元 惣之進 

治水物語り 

秋
 

堂
宇
建
立
の
宝
暦
十
二
年
時
に
は
天
昭
大
神
の
神
と
、
大
日
如
来
の
件
を

合
体
し
た
混
合
庵
堂
で
あ
っ
た
明
治
十
三
年
の
明
細
帳
を
見
る
と
き
、
金

剛
海
大
日
如
来
本
尊
を
ま
つ
る
庵
堂
に
倉
替
え
し
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
る
。
 

な
お
、
堂
宇
の
所
在
位
置
が
朝
日
沢
山
、
味
噌
ケ
沢
山
に
至
る
山
道
、
 

中
柏
木
山
・
毘
沙
門
山
に
至
る
分
岐
点
に
位
置
、
津
軽
藩
の
主
要
道
下
の

切
道
が
位
置
す
る
と
こ
ろ
か
ら
山
へ
の
入
山
者
、
下
の
切
道
の
通
行
者
の

監
視
の
番
所
を
大
日
堂
は
か
ね
て
得
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
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今
か
ら
約
三

一
一
年
前
（
寛
文

一
年

n
西

一
六
六
一
）
、金
木
地
区
嘉

瀬
新
田
開
発
事
業
が
、
実
に
数
十
年
と
言
う
長
い
年
月
で
継
続
さ
れ
、
延

宝
年
間
（
約
三
二
七
年
前
）
に
は
嘉
瀬
の
水
田
、
約
一
七
一
町
歩
、
開
田

成
就
な
る
も
、
打
続
く
冷
害
ゃ
、
喜
良
市
山

・
嘉
瀬
山
か
ら
流
れ
く
る
小

田
川
の
水
が
、
冷
コ
水
か
ら
車
町
ー
鍛
冶
町

の
大
堰
へ
と
流
れ
、
ひ
と
雨
 
 

降
る
毎
に
大
洪
水
に
な
り
、
せ
っ
く
植
付
け
た
稲
は
冠
水
し
、
又
、
日
照

り
に
は
大
早
魅
と
な
り
、
農
民
は
凶
作
不
作
の
た
び
ご
と
に
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
泣
く
に
も
泣
け
ず
、
離
農
す
る
農
家
、
食
う
に
糧
な
く
、
草
根

木
皮
を
以
っ
て
、
辛
く
も
露
命
を
凌
ぐ
有
様
で
、
飢
謹
の
際
に
は
草
根
木

皮
す
ら
尽
き
て
、
餓
死
者
が
出
始
め
た
が
、
そ
れ
を
見
兼
ね
た
時
の
金
木

代
官
は
、
大
洪
水
の
原
因
は
小
田
川
か
ら
、
今
の
冷
コ
水

H
車
町

”
鍛
冶

町
へ
と
流
れ
る
原
始
的
、
旦
蛇
行
的
な
大
堰
へ
の
流
水
と
つ
き
と
め
、
こ

れ
に
は
日
夜
頭
を
痛
め
、
何
と
か
小
田
川
を
岩
木
川
近
く
ま
で
川
巾
を
広

く
、
直
線
の
小
田
川
に
と
、
四
代
藩
主
信
政
公
に
直

mlロ
、藩
で
は
、
藩
直

営
工
事
と
し
て
、本
格
的
に
河
川
掘
削
開
発
堤
防
工
事
計
画
を
始
め
た
が
、
 

今
の
津
鉄
の
鉄
橋
付
近
か
ら
、
旧
十
川
下
流
迄
の
総
延
長
三
、
七
五
〇
米
、
 

堤
防
の
上
幅
十
七
米
、
堤
防
高
さ
二
米
余
り
、
下
幅
九
米
の
測
量
計
画
案

が
で
き
あ
が
っ
た
。
 

当
時
の
嘉
瀬
の
家
数
六
三
軒
（
延宝
年
間
【
三
二
七
年
前
）
、借
家
三
軒
、
 

人
数
三
九
六
人
、
馬
二
八
頭
、
田

一
七
一
町
五
反
九
歩
、
畑
三
九
町
二
反

八
歩

（
津軽
知
行
之
帳
よ
り
）
の
小
集
落
だ
っ
た
。
 

小
田
川
の
難
工
事
を
遂
行
す
る
に
は
、
 一
日
数
十
人
、
数
百
人
と
言

う
人
夫
が
必
要
だ
っ
た
の
で
、
当
然
地
域
集
落
の
人
数
だ
け
で
は
人
手
不

足
で
金
木
組
代
官
で
は

（
金木
組
代
官
所
は
貞
享
四
年

H
西

一
六
八
七
）
 

一
一
四ケ
村
支
配
と
津
軽
全
域
、
又
は
羽
後
（
秋
田）
、羽
前
（
山形
）
、陸
中
（
岩

手
）
、越
後
（
新
潟
）
な
ど
か
ら
も
大
勢
の
人
寄
を
募
り
、
小
田
川
工
事

に
取
組
ん
だ
が
、
困
難
な
事
業
だ
け
に
、
心
血
を
注
い
だ
が
、
ひ
と
雨
降
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